
【2023年最新版】Low-Lケーブルによるインダクタンス
の低減

一般的にケーブルに流れる電流が増えると、ケーブルの抵抗分により電圧降下が発生することは広く知られています。この電圧は一般的な
オームの法則により求められますが、これは静的な場合であり、電流が高速に変動する場合、予想以上の電圧降下が発生することがありま
す。これはケーブルのインダクタンス成分の影響によって過渡的な電圧降下が発生するもので、試験結果に悪影響を及ぼす可能性がありま
す。このような場合、Low-Lケーブル（低インダクタンスケーブル）の使用によりその影響を最小限に抑えることが可能です。

　

製品情報

製品名 型名 長さ インダクタンス 直流抵抗 電流容量 耐圧

Low-Lケーブル

LL-050 50ｃｍ 80ｎH 1mΩ 100A 500V

LL-100 100ｃｍ 100ｎH 2mΩ 60A 500V

LL-200 200ｃｍ 130ｎH 4mΩ 40A 500V

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/93/
https://www.keisoku.co.jp/pw/app/93/
http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/dc-load/option/
http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/dc-load/option/
http://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/dc-load/option/


関連情報

インダクタンスの影響ってナニ？（Youtube動画）

https://youtu.be/SxDOuyL7g4k

